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めの ITシステム技術の３つの技術

を全てを有する強みを生かし、ビッ

グデータ活用における課題を解決す

るトータルソリューションを提供し

ています（図１参照）。

－多種多様なセンサーやデバイス

を接続し情報を収集するM2Mソリ

ューション「CONNEXIVE」を提

供されていますが、このM2Mプラ

向上、さらには新規事業の成否のキ

ーになると考えています。

－ビッグデータ活用における課題

として、どのような点があげられま

保坂 大きく、①センサーや携帯端

末など多彩なデバイスからの情報収

集、②拡大する大量データ処理要求

への対応、③映像や音声、SNS等、

様々なタイプのデータ処理の３点が

あげられます。NECは、情報発生

源となる末端のデバイス技術、それ

をつなぐネットワーク技術、さらに

は収集したデータを有効活用するた

－膨大な情報から、価値ある情報

を創出し、事業の付加価値を高める

“ビッグデータの活用”がクローズ

アップされています。貴社でも、ビ

ッグデータ関連ビジネスへの取組み

を加速されていますが、市場環境を

保坂 確かに“データ爆発社会の到

来”といっても過言ではないくらい

膨大な量の情報が流通しています。

グリーン IT推進協議会は、2025年

に社会の情報量は2006年の200倍に

爆発すると予測しています。また総

務省は、スマートフォンの普及拡大

で、わが国のモバイルトラフィック

量は1年で2倍以上になると予測し

ています。しかし、爆発的に増大す

る情報の99.4％は、利用されない情

報だといわれています。ビッグデー

タという言葉が使われるようになっ

たのはここ1年くらいですが、NEC

ではかなり前から、情報を加工・分

析して新たな価値を創出し活用する

ことに取り組んできました。ビッグ

データはあらゆる事業領域に存在し

ています。このビッグデータへの対

応が、企業の競争力強化やサービス

本格的なビッグデータ時代を迎え、ビッグデータの収集から大量データ処理・メディアデ
ータ処理そして新たな付加価値創造まで、IT/NWの融合を強みにビッグデータのトータル
ソリューションを展開するNEC。同社のビッグデータ関連事業への取組み状況を、保坂岳
深執行役員にうかがった。

企業の競争力強化・事業拡大に
向けたビッグデータ活用を支援
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図1 NECのビッグデータソリューション
ビッグデータ処理すべての機能を提供

―膨大な情報から、価値ある情報を

創出し、事業の付加価値を高める“ビ

ッグデータの活用”がクローズアップ

されています。貴社でも、ビッグデー

タ関連ビジネスへの取組みを加速され

ていますが、市場環境を含めた最近の

状況からお聞かせください。

―ビッグデータ活用における課題と

して、どのような点があげられますか。

―多種多様なセンサーやデバイスを

接続し情報を収集するM2Mソリュー

ション「CONNEXIVE」を提供されて

いますが、このM2Mプラットフォー
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ットフォームの特長をお聞かせくだ

保坂 M2Mプラットフォームの最

大の特長は、情報へのアクセス方法

がそれぞれ異なるセンサー・デバイ

スに対し、インタフェースの違いを

吸収し、容易に接続し情報を取得で

きるという点です。CONNEXIVEは、

農業やトレーサビリティなど、様々

な分野においてサービスを拡充して

います。

さらに、NECは様々なセンサ

ー・デバイスも提供しています。従

来比 20倍の超高感度、広帯域、圧

電式の振動センサーを活用し、大量

の振動情報をリアルタイムに収集、

振動波形解析により建造物の劣化

監視や災害監視、社会インフラ監視

など、安心安全な社会の実現に貢

献しています。そこにはNECの強

みである ITとNWの融合に加え、

デバイス技術の高さが活かされてい

ます。

－詳細は各論の頁でご紹介します

が、2つ目の課題である大量データ

への対応について、どのような取組

みを行っていますか。

保坂 用途に応じて２つのタイプの

大量データ高速処理を提供していま

す。１つは、次々と発生するデータ

をリアルタイムに分析し、瞬時に適

切な対応を行うための「リアルタイ

ム処理」であり、もう１つは蓄積さ

れたデータを超高速処理・分析する

ことで、新しい付加価値情報を提供

する「蓄積データ処理」です（図２

参照）。

リアルタイム処理については、大

量発生データをメモリテーブル上に

配置して連続処理することにより、

高速・高信頼なリアルタイム配信や

迅速なリコメンドサービスを実現す

るミドルウェア「InfoFrame Table

Access Method」を提供しています。

料金情報通知サービスや金融情報配

信などで利用されています。

蓄積データ処理については、アク

セスログやライフログ、取引情報な

どの大量蓄積データを高速メモリデ

ータ処理技術により、飛躍的に高速

実行するソフトウェア「InfoFrame

DataBooster」を提供しています。

これにより大幅な処理時間を短縮し

た分析が可能になります。また、高

速データ処理エンジンに加え、

DWHアプライアンスのリーディン

グ製品であるNettezaとNECのハ

ードウェアを融合した「InfoFrame

DWH Appliance（IDA）」を提供し

ています。この製品は、RDBMS、

サーバ、ストレージをDWH専用に

アプライアンス化したものです。多

くのお客様にご利用いただき、導入

容易性と処理速度に高い評価をいた

だいています。

－ Iさらにこの 2月に誌あるタイ

ム処理の新たなデータベース製品を

発表されていますが、新製品の特長

をお聞かせください。

保坂 会員の急増や、提供サービス

の反響による処理データの急増な

ど、予測困難なデータ増加への対応

がこれからの企業では重要となりま

す。柔軟な拡張性と高い信頼性を備

えたシステムの実現には、処理スピ

ードとデータ量（スケール）の両方

を満たすDBソフトウェアが必要で

す。今回の新製品の「InfoFrame

Relational Store（以下 IRS）」は、

リレーショナルデータベースの汎用

性とキーバリューストアの先進技術

を融合し、スケールアウトを可能と

し、更にトランザクション処理に対

応した製品です。まさに、データ
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図2 急増するデータへの対応（大量データの高速処理）
「リアルタイム処理」「蓄積データ処理」2つの高速データ処理を提供

ムの特長をお聞かせください。

―詳細は各論の頁でご紹介します

が、2つ目の課題である大量データへ

の対応について、どのような取組みを

行っていますか。

―さらにこの2月にリアルタイム処

理の新たなデータベース製品を発表さ

れていますが、新製品の特長をお聞か

せください。
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技術として、指紋認証技術と顔認識

技術があります。両技術とも世界

No.1の評価をいただいています（注1）。

指紋認証技術は、南アフリカ共和

国の4,500万人規模となる国民IDシ

ステムを始め、世界 30カ国超で採

用されています。センサー技術と画

像処理技術、照合技術を組み合わせ

ることで、他人許容率0.00001％以

下を実現しています。

また顔認識では、群衆や遠方を撮

影した監視カメラ映像中の顔を検

出・照合し、個人を識別することや、

正面だけでなく斜め（左右 40度、

上下 20度程度）から撮影した顔向

きが大きくことなる画像間の照合も

可能となっています。顔検出／顔照

合ソフトウェア「NeoFace」として

製品提供をしています。

映像解析では従来認識できなかっ

たサイズが小さな画像も、学習型超

解像技術によって認識可能になりま

した。現時点では、ナンバープレー

ト画像、顔画像で学習効果を確認し

ています。

さらに、大量のデータから不変性

（インバリアンツ）モデルを自動生

成し、リアルタイムの観測データと

比較することにより、「いつもと違

う」挙動の検知を可視化する機械学

習技術の技術もあります。この技術

をシステム運用に適用し、性能情

報からシステム障害を予兆検知す

る製品が「WebSAM Invariant

Analyzer」です。この技術は、シ

ステム運用管理のみならず、プラン

ト・建造物などの異常予兆監視にも

応用しています。

このように構造化データだけでな

く、映像や音声などの非構造化デー

タデータに対する高い分析・解析技

術により、様々なタイプのデータ活

用を実現しています。

の急増に応じた柔軟な拡張

性と高い信頼性を両立する

ビッグデータ時代に最適な

DBソフトウェアといえま

す。

IRSの特長は、まずはスモ

ールスタートが可能で初期

導入コストを従来比 50％削

減でき、データの増加に応

じて柔軟にシステム拡張で

きることです。また、国際

標準規格のSQLに対応して

いるため、既存システムで

稼働しているアプリケーシ

ョンを有効に活用できます。しかも、

トランザクション処理への対応や耐

障害性も備え、基幹業務でも使用で

きる高信頼性を実現しています。

同様にネットワークも予測困難な

ビックデータトラフィックを扱い、

ダイナミックにスケールアウトする

仮想サーバやDB等のITリソースに

流すためには、柔軟な拡張性および

信頼性を実現する必要があります。

NECはこれを解決するネットワー

ク製品として、ITの仮想化環境と

連携し、ネットワーク仮想化技術を

実現した「UNIVERGE PFシリー

ズ（プログラマブルフロー）」を提

供します。

－3つ目の課題である非構造化デ

ータを含む様々なタイプのデータ処

理について、どのような解決策を提

供されていますか。

保坂 NECが世界に誇るダントツの

38 ビジネスコミュニケーション 2012 Vol.49 No.5

指紋認証 

映像（顔）解析 

など、多数の技術を提供！ 
＊NIST（National Institute of Standards and Technology：米国国立標準技術研究所）での評価 

・１６０万件のDBを０.４秒で検索 

・他社より１０倍の高精度 

・他人許容率０.００００１%以下 

・国民生活の安全・安心に貢献 

非構造化データに対し高い分析・解析技術を提供 

様
々
な
デ
ー
タ 

増
大
す
る
非
構
造
デ
ー
タ 

世界No.1＊の指紋認証 

世界30カ国超で採用 

世界No.1＊の顔認識 

最速の照合速度 

図3 指紋認証・顔認識技術を生かした様々なタイプのデータ処理

（ 注 1） ： NIST（ National Institute of
Standards and Technology（米国国立標準
技術研究所））評価

―3つ目の課題である非構造化デー

タを含む様々なタイプのデータ処理に

ついて、どのような解決策を提供され

ていますか。
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－本年 2月、ビッグデータ関連事業

の取り組みを発表されましたが、事業

の基本方針をお聞かせください。

保坂 ビッグデータ関連事業の強

化及び拡大計画として、①製品・

サービスの強化、②全社横断の戦

略プロジェクトの立ち上げ、③ビ

ッグデータに対応できる専門要員

の強化・育成を挙げました。冒頭

でお話したように、私どもはビッ

グデータ関連事業を、ビッグデー

タが発生する基盤層、ビッグデー

タの収集・統合層、ビッグデータ

の分析・メディア解析層の3層で捉

え、お客様のニーズに合わせて、

各層から最適な製品を組み合わせ

て提供します。現在、図4に示すよ

うにビッグデータに対する多彩な

データ処理製品群を用意していま

すが、各層ごとに様々な先進技術

を結集して積極的に新製品投入し

ていく方針です。その第一弾が、

先ほど紹介しまし新DBソフトウェ

ア「InfoFrame Relational Store」

の提供です。

－製品提供に加え、SI支援環境

も準備されていますが、その狙い

は・・・・

保坂 製品の提供だけでは、お客様

のビッグデータ活用を強力に支援す

ることはできません。効率よくかつ

高品質にシステムを構築するため

に、NECではシステムモデルベー

スSI支援環境「CASSI（Computer

Aided System model based SI

environment）」を整備しています。

最近導入事例が増えているHadoop

によるビッグデータの分散データ処

理システムの構築において、CASSI

の性能評価ツールを活用した性能予

測により、コスト削減と品質向上を

実現しています。

－ビッグデータ事業の戦略プロジ

ェクトを発足されました

保坂 ビッグデータ事業拡大を加速

するためのプロジェクト体制として、

製品・サービス部門、営業部門、

R&D部門を始め、関連するビジネス

ユニットから選出されたメンバー50

名からなる全社横断の「ビッグデー

タ戦略プロジェクト」を立ち上げま

した。本プロジェクトを核に、技術

開発やお客様との実証実験、マーケ

ティング・プロモーションなどを推

進します。また、業務に精通し、分

析スキルに長けた専門要員（ドメイ

ンエキスパートと分析エキスパート）

を強化・育成し、お客様のビッグデ

ータ活用を強力にご支援いたします。

－最後に、ビッグデータ事業の抱

負をお聞かせください。

保坂 ビッグデータは、今後、製造

業や流通、交通、農業、

パブリックセーフティな

ど様々な分野において、

重要な事業基盤となると

捉えており、NECにと

っても重要な事業領域と

位置づけています。

ビッグデータ事業を推

進し、新たな価値創造を

お客様と共創していきた

いと考えています。

－本日は有り難うご

ざいました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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ニーズに合わせ、各層から最適な製品を組み合わせて提供 
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図4 ビッグデータに対するNECのデータ処理製品群

―本日は有り難うござ

いました。

―本年2月、ビッグデータ関連事業

の取組みを発表されましたが、事業の

基本方針をお聞かせください。 ―製品提供に加え、SI支援環境も準

備 さ れ て い ま す が 、 そ の 狙 い

は・・・・。

―ビッグデータ事業の戦略プロジェ

クトを発足されましたが・・・・。

―最後に、ビッグデータ事業の抱負

をお聞かせください。
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